
II．調査結果                               

 

１．「地域での暮らし」について 

暮らしやすい

16.6

比較的暮らし

にくい

10.8

暮らしにくい

6.3

どちらともいえ

ない

13.3 無回答

3.3

比較的暮らし

やすい

49.7

（単位：％）

(1) 地域の暮らしやすさ 
 

問  お住まいの地域の暮らしやすさについてお答えください。【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「暮らしやすい」と肯定的な回答が3分の2を占めている。 

 

 

地域の暮らしやすさについては、

「暮らしやすい」が16.6％、「比較

的暮らしやすい」が 49.7％と、両

者の合計で 66.3％となっている。

多くの市民が、暮らしやすい地域と

認識していることがわかる。 

 

 

 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・男性の方が「暮らしやすい」の比率がやや高くなっている。 

◇年齢別 

・年齢が高くなるほど「暮らしやすい」の比率が高い。60 歳代以上では 7 割以上

が「暮らしやすい」または「比較的暮らしやすい」と回答している。 

◇居住地区別 

・山田区で「暮らしやすい」の比率がやや低い傾向が見られる。 
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《属性別グラフ》 

 

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

16.6

18.2

15.1

49.7

50.1

51.3

10.8

11.5

11.1

6.3

6.7

6.0

13.3

12.2

14.4

3.3

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合　計

男　性

女　性

暮らしやすい 比較的暮らしやすい 比較的暮らしにくい 暮らしにくい どちらともいえない 無回答

16.6

9.5

13.1

26.0

49.7

50.5

54.4

45.7

10.8

17.5

10.8

7.0

6.3

7.3

6.6

5.6

13.3

14.0

13.5

13.6

3.3

1.3

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合　計

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

暮らしやすい 比較的暮らしやすい 比較的暮らしにくい 暮らしにくい どちらともいえない 無回答

16.6

16.2

18.2

11.4

23.5

49.7

51.5

50.7

49.7

41.2

10.8

10.9

10.5

12.8

14.7

6.3

6.9

4.6

9.4

7.4

13.3

13.0

14.2

14.1

13.2

3.3

1.5

1.7

2.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合　計

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

暮らしやすい 比較的暮らしやすい 比較的暮らしにくい 暮らしにくい どちらともいえない 無回答
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(2) 地域における問題点・課題 
 

問  お住まいの地域で暮らしていく上での問題点や課題がありましたらお答えく

ださい。【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒老後の生活への不安をあげる回答が最も多い。 

 

問題点、課題としては、31.8％が「老後の生活が不安」をあげている。以下、「魅

力的な職場が少ない」、「買物に不便」、「病院や福祉施設が少ない」の順で回答が多く

なっており、市民は医療・福祉分野、産業経済分野で課題を強く感じていることがわ

かる。 

 

31.8

29.0

28.3

27.9

24.5

19.2

17.3

12.4

11.1

11.0

7.6

7.5

7.1

5.3

2.6

0.8

3.3

6.4

5.0

0 5 10 15 20 25 30 35

老後の生活が不安

魅力的な職場が少ない

買物に不便

病院や福祉施設が少ない

バスなどの公共交通が少ない

余暇や娯楽の場が少ない

生活排水対策が十分ではない

災害など防災上の不安

犯罪や交通安全に対する不安

生活道路が十分に整備されていない

子育てに対する支援が少ない

学校まで遠い

公民館や図書館などの公共施設が少ない

公園や緑地が少ない

幹線道路が少ない

自然が少ない

その他

特になし

無回答

（％）

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「買物に不便」をはじめ、上位の項目で女性の比率が高いものが多くなっている。 

・男性では「生活排水対策が十分ではない」の比率が高い。 

◇年齢別 

・「老後の生活が不安」は、年齢が高い層ほど比率が高い傾向が見られる。 

・若年層では、「買物に不便」、「余暇や娯楽の場が少ない」の比率が高くなっている。 
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◇居住地区別 

・栗源区で「買物に不便」の比率が高いことが目立つ。 

 

《属性別グラフ》 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

30.1 30.1

24.8
27.1

22.4
19.9

21.3

12.6
11.5

14.9

33.5

29.0

32.4
30.5

25.9

19.8

13.0 13.2
11.4

9.0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

男　性

女　性

（％）

11.4

33.0
36.2

25.7
28.3

31.1

11.4
8.3

11.1 12.1

32.4
34.9

24.9
28.0

21.0
17.2

22.0

11.4 11.4 12.2

48.2

20.6

28.1
31.6

26.7

13.1
16.4 17.3

11.0 9.6

0

10

20

30

40

50

60

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

31.7
33.8

26.9

34.3

21.0
19.3

16.0

11.6 11.2 10.2

33.6

21.9 21.9 20.5

27.6
24.5

17.1
15.1

12.8 12.5

30.9
34.2

39.6

25.5

30.2

13.4

20.1

10.1 9.4
12.8

25.0 26.5

66.2

33.8
30.9

10.3

25.0

2.9 2.9

7.4

0

10

20

30

40

50

60

70

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）

 

①老後の生活が不安 ②魅力的な職場が少ない ③買物に不便 

④病院や福祉施設が少ない ⑤バスなどの公共交通が少ない ⑥余暇や娯楽の場が少ない 

⑦生活排水対策が十分ではない ⑧災害など防災上の不安 ⑨犯罪や交通安全に対する不安 

⑩生活道路が十分に整備されていない  
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２．「香取市のイメージ」について 

(1) 「香取市の魅力」の紹介 
 

問  香取市の魅力をよその地域の人に紹介するとしたら、どのように紹介しますか。  

【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒自然環境、気候の温暖さなどを香取市の魅力と考えている市民が多い。 

 

香取市の魅力としては「自然環境に恵まれている」を52.8％、「気候が温暖で生活

しやすい環境である」を 47.7％があげており、市の魅力として「自然」をイメージ

している市民が多いことがわかる。「成田国際空港と至近距離にある」、「有名な祭事・

イベントがある」との回答がこれに続いている。 

 

52.8

47.7

41.3

30.6

25.6

19.6

10.6

7.5

6.6

6.0

1.9

3.9

0 10 20 30 40 50 6

自然環境に恵まれている

気候が温暖で生活しやすい環境である

成田国際空港と至近距離にある

有名な祭事・イベントがある

農業が盛んである

東京から1時間半程度でつくことができる

おいしい食べ物や名産が多い

住環境が良く快適な生活を送れる

観光資源が豊富にある

外の人を温かく受け入れる市民性がある

その他

無回答

0
（％）

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「有名な祭事・イベントがある」、「東京から1時間半程度でつける」など、女性の

比率がやや高い項目が多い 

・男性では「農業が盛んである」の比率が女性より高いことが目立つ。 

◇年齢別 

・「自然環境に恵まれている」は年齢が高い層でやや低くなっている。 

・若年層では「気候が温暖で生活しやすい環境」の比率が低く、「有名な祭事・イベ

ントがある」が高いことが目立つ。 

◇居住地区別 

・佐原区では「自然環境に恵まれている」の比率が低く、「有名な祭事・イベントが

ある」は高くなっている。栗源区では「成田国際空港と至近距離にある」、「農業

が盛んである」の比率が高い傾向が見られる。 
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《属性別グラフ》 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

52.8

48.1

41.9

29.0 29.9

16.9

8.6 8.9
5.8

3.5

55.2

48.7

42.9

33.2

22.9 22.1

12.4

5.6
7.8 7.9

0

10

20

30

40

50

60

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

男　性

女　性

（％）

57.1

29.8

47.0

40.3

23.5

16.5

10.2

4.8
6.7

3.5

57.7

52.9

43.8

26.1 27.6

22.2

10.2
5.6 6.2

4.1

47.1

56.7

35.4

29.7
26.2

19.4

12.2 10.8
7.5

10.8

0

10

20

30

40

50

60

70

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

46.5 45.0
40.8 40.3

25.1

17.8

12.9

6.8
10.7

4.3

60.1
56.1

41.0

25.6

19.1 20.5

5.7
9.1

4.0
8.5

68.5

49.7

43.6

12.8

37.6

21.5

8.1 7.4

0.7
4.7

66.2

27.9

60.3

17.6

47.1

20.6

13.2

4.4
1.5

5.9

0

10

20

30

40

50

60

70

80

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）

 

 

①自然環境に恵まれている ②気候が温暖で生活しやすい環境 ③成田国際空港と至近距離にある 

④有名な祭事・イベントがある ⑤農業が盛んである ⑥東京から1時間半程度でつける 

⑦おいしい食べ物や名産が多い ⑧住環境が良く快適な生活を送れる 

⑨観光資源が豊富にある ⑩外の人を温かく受け入れる市民性がある 

 

 6



(2) 香取市が誇れるもの 
 

問  あなたは、「香取市が誇れるもの」として何をあげますか。【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「香取神宮」をあげる回答が突出して多く、「伊能忠敬」、「佐原の大祭」が

続いている。 

 

香取市の誇りとしては「香取神宮」との回答が 62.3％にのぼり、香取神宮に対す

る市民の意識の高さが見てとれる。以下、「伊能忠敬」（46.2％）、「佐原の大祭」

（44.5％）、「水郷おみがわ花火大会」（32.2％）、「小野川沿いの歴史的な町並み」

（25.7％）と続いており、全体的に歴史に関係するものが上位に位置づけられてい

るといえる。 

 

【属性別特徴】 

おみがわ花火大会」、「小野川沿いの歴史的な町並み」など、女性の比率が高

◇年

最も多い「香取神宮」は若年層で比率はやや低く、40～50歳代で高い。 

◇居

伊能忠敬」、「佐原の大祭」、小見川区で「水郷おみがわ花火大会」、栗

 

62.3

46.2

44.5

32.2

25.7

11.7

9.5

7.6

7.3

4.0

3.7

2.4

2.2

1.9

4.6

3.5

0 10 20 30 40 50 60 7

香取神宮

伊能忠敬

佐原の大祭（山車祭り）

水郷おみがわ花火大会

小野川沿いの歴史的な町並み

水郷佐原水生植物園

城山公園桜つつじ祭り

黒部川の水上スポーツ

栗源のふるさといも祭り

道の駅「紅小町の郷」

府馬の大クス

山倉大神の鮭祭り

橘ふれあい公園

その他

特にない

無回答

0
（％）

◇男女別 

・「水郷

い項目が多い。 

齢別 

・全体で

・「佐原の大祭」、「水郷おみがわ花火大会」、「小野川沿いの歴史的な町並み」などは、

若年層の方が比率が高い傾向が見られる。 

住地区別 

・佐原区で「

源区で「栗源のふるさといも祭り」、「道の駅 紅小町の郷」など、各地区に関係

する項目で比率が高い傾向が見られる。 
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・ただし「香取神宮」は、各地区とも平均して比率は高くなっている。 

 

属性別グラフ》 

①香取神宮 ②伊能忠敬 ③佐原の大祭（山車祭り） 

《

◇男

◇年齢別

◇居住地区別

女別

62.7

45.9 44.1

30.6

24.0

12.0
8.9 8.0 6.6

2.9

63.7

47.1 47.5

35.2

28.6

12.4
9.5

7.0 8.3
4.8

0

10

20

30

40

50

60

70

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

男　性

女　性

（％）

57.8

41.0

48.9

41.3

31.1

5.4
7.9 6.0

9.5

4.1

67.2

49.4
47.1

31.5

25.5

9.3 8.3 7.1 6.6
4.1

62.5

47.8

40.7

27.9
23.7

19.9

12.2
9.8

6.8
4.0

0

10

20

30

40

50

60

70

80

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

68.6

63.4 64.2

9.1

35.8

16.0

1.8 1.5 2.3 1.3

58.7

28.8

23.1

75.5

16.8

6.8

25.4
22.2

5.1
2.6

62.4

26.8 26.8

40.3

16.8

8.1
6.0

3.4

11.4

4.0

52.9

32.4 30.9

16.2
11.8

7.4

1.5 1.5

60.3

36.8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）

 

④水郷おみがわ花火大会 の歴史的な町並み ⑤小野川沿い ⑥水郷佐原水生植物園 

⑦城山公園桜つつじ祭り ⑧黒部川の水上スポーツ ⑨栗源のふるさといも祭り 

⑩道の駅「紅小町の郷」   
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 9

３． の将来像」について 

(1) まちづくりで大切にしたいキーワード 

まちづくりで大切にしたいキーワードとしては、「安全」、「安心」、「自然環境」の

順で回答が多かった。市民の安全・安心についての関心の高さがうかがわれる。 

逆に回答が少なかったキーワードは「協働」、「個性」などであった。 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「安全」、「発展性」で女性の比率が高い。 

・男性では、「やすらぎ」の比率が高い傾向にある。 

◇年齢別 

・若年層で「安全」のほか、「便利」、「伝統」の比率が高い。 

・「自然環境」、「健康」などの項目は、年齢が高くなるほど比率も高くなる傾向が見

られる。 

◇居住地区別 

・佐原区で「発展性」、「伝統」、小見川区では「安心」、山田区では「健康」、栗源区

では「安全」、「自然環境」などをあげる人が多くなっている。 

「香取市

 

問  今後のまちづくりで大切にしたいと思われるキーワードをお選びください。 

【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「安全」、「安心」、「自然環境」をあげる回答が多い。 

 

29.4

29.0

29.0

26.6

18.5

17.7

16.8

13.3

12.2

11.7

11.6

8.5

8.3

7.6

7.5

0 5 10 15 20 25 30 35

安　全

安　心

自然環境

発展性

健　康

便　利

やすらぎ

伝　統

ゆとり

にぎわい

歴　史

文　化

あたたかさ

公平性

元　気

（％）

◇以下の回答の比率

創造性 5.8
美しさ 5.3
交　流 4.9
多様性 3.9
先進性 3.8
共　生 2.7
自　立 2.5
合理性 2.4
個　性 2.0
協　働 0.8
その他 1.0
無回答 2.0
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《属性別グラフ》 

 

①安 境 

◇男女別

◇年齢別

27.1

30.4
29.1

16.9
15.7

13.7 13.3

28.9
27.9

31.3

17.0

14.3 13.7

0

5

10

15

20

25

30

35

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

 全 ②安 心 ③自然環

④発展性 ⑤健 康 ⑥便 利 

⑦やす ⑧伝 統 ⑨ゆとり らぎ 

⑩   にぎわい 

 

◇居住地区別

22.0
19.720.2

11.5
10.3

12.2

32.5

①

男　性

女　性

（％）

34.0

28.6

21.0

26.3

8.6

27.0

14.9

18.4

10.8

14.3

28.6
31.1

29.9
28.4

16.4 16.8
18.0

12.2 11.6
12.9

27.9 27.6

34.0

25.3 26.2

12.6

16.9

11.7
13.6

8.2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

25.9 26.4 25.4

31.2

14.9

17.7
16.0

18.5

9.1

15.0

33.3 33.9

29.1

21.4
19.1

15.7
17.1

9.7

14.2

10.5

30.2
28.9

32.9

23.5
25.5

19.5
18.1

8.7

18.1

6.0

41.2

32.4

39.7

27.9

14.7

23.5 23.5

5.9

17.6

7.4

0

5

10

20

25

30

35

40

45

⑧ ⑨ ⑩

15

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）
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45.1

22.4

19.2

18.4

17.8

17.4

15.2

14.0

13.0

11.5

8.8

8.1

7.7

5.7

0.4

19.5

29.4

22.1

20.8

5.3

17.1

21.1

6.5

19.5

5.9

17.3

7.5

8.7

2.

0.5

30.5

0 10 20 30 40 50

保健・福祉・医療などが充実した
安心して暮らせるまち

豊かな自然環境と
人が共存するまち

防犯や防災体制が
しっかりした安全なまち

産業が活発なまち

道路網や公共交通網が充実した
移動しやすい便利なまち

人にやさしい
誰もが暮らしやすいまち

農林水産業や観光産業など
地域資源を活かした特色あるまち

生活関連施設などが整った
生活しやすいまち

古くから歴史や地域固有の
文化を活かしたまち

子どもを安心して
育てることができるまち

子どもから大人まで
人づくりを重視する教育のまち

商業施設や住居など都市・生活機能が
コンパクトにまとまった快適なまち

国内外から人が集まる
魅力を持ったまち

文化・芸術活動が盛んなま

地域やNPOの活動など
市民が活発に行動するま

その他

無回答

3.6
2.5ち

0

3.6ち

香取市全体

居住する地域

（％）

(2) まれる将来の都市の姿 

市全体の将来都市像としては、45.1％と半数近い市民が「保健・福祉・医療など

が充実した安心して暮らせるまち」をあげており、この分野への関心の高さがうかが

われる。「豊かな自然環境と人が共存するまち」、「防犯や防災体制がしっかりした安

全なまち」を望む声も大きい。 

一方、居住する地域については、やはり「保健・福祉・医療などが充実した安心し

て暮らせるまち」が首位ではあるが、その比率は、市全体のものより低くなっている。 

その他、両者の比較では、「産業が活発なまち」、「農林水産業や観光産業など地域

資源を活かした特色あるまち」などで市全体、「子どもを安心して育てることができ

るまち」などで居住する地域の方が、比率が高いことが目に付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 望
 

問  将来どのような都市になることを望まれますか。【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒市全体、居住する地域とも、「保健・福祉・医療が充実した安心して暮らせ

るまち」を望む回答が最も多い。 
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 12

【

◇男女別 

・

な

②居住する地域 

◇年

まち」、「人にや

さしい誰もが暮らしやすいまち」、「古くから歴史や地域固有の文化を活かした

属性別特徴】 

①香取市全体 

女性で「保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち」がやや多く

っている。 

・市全体と同じく、「保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち」で

女性の比率が高い。「防犯や防災体制がしっかりした安全なまち」、「道路網や公

共交通網が充実した移動しやすい便利なまち」などでも女性の比率が高い傾向

が見られる。 

齢別 

①香取市全体 

・「保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち」は、40～50歳代で

比率が高い。 

・若年層で「道路網や公共交通網が充実した移動しやすい便利な

まち」、「子どもを安心して育てることができるまち」などの比率が高くなって

いる。 

②居住する地域 

・「保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち」をはじめ、「道路網

や公共交通網が充実した移動しやすい便利なまち」、「人にやさしい誰もが暮ら

しやすいまち」、「生活関連施設などが整った生活しやすいまち」、「子どもを安

心して育てることができるまち」などの項目は、年齢が若い層ほど比率が高く

なっている。 

・40～50 歳代で「豊かな自然環境と人が共存するまち」、「防犯や防災体制がし

っかりした安全なまち」などの比率が高い。 

◇居住地区別 

①香取市全体 

・佐原区で「保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち」の比率が

高く、「防犯や防災体制がしっかりした安全なまち」の比率が低い。 

・山田区で「人にやさしい誰もが暮らしやすいまち」、栗源区で「豊かな自然環境

と人が共存するまち」の比率が高くなっている。 

②居住する地域 

・栗源区で「豊かな自然環境と人が共存するまち」の比率が特に高いことが目立

つ。



《属性別グラフ》 

 ①  

①保健・

香取市全体

 

福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち ②豊かな自然環境と人が共存するまち 

③防犯や防災体制がしっかりした安全なまち ④産業が活発なまち 

⑤道路網や公共交通網が充実した移動しやすい便利なまち ⑥人にやさしい誰もが暮らしやすいまち 

⑦農林水産業や観光産業など地域資源を活かした 

特色あるまち 

⑧生活関連施設などが整った 

生活しやすいまち 

⑨古くから歴史や地域固有の文化を活かしたまち ⑩子どもを安心して育てることができるまち 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

44.6
48.4

27.0

19.3 20.4 18.9
17.1 17.3

15.1

19.4 20.0
16.3

18.4 18.3

14.1
15.9

12.6
10.4

12.4 12.5

10

20

30

40

50

60

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

0

① ② ③ ④

男　性

女　性

（％）

48

24.4

13.7

27.9

22.5

12.7

19.4 18.4 17.8
20.3

24.1

18.0 18.0 18.3
15.8

12.2 12.0
14.8 15.2

11.2
13.6 14.8

0

10

20

30

40

50

60

① ②

.9

22.9

51.5

25.7

36.8

10～30歳代

40～50歳代

19.2

8.4
10.5

6.1

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

60歳代以上

（％）

49

20.8

41.

22.5
19.9 19.1

5
24.2

20.1 21.5 22.1

.4

27.9
25.0

8.8 8.8

0

10

20

30

40

50

60

旧佐原区
.2

3
44.345.6

21.6

25.1

21.

16.7 17.3 17.5
14.9 14.5 15.3

11.6
14.2

17.4

13.7
10.8

12.3

16.8

13.4 12.8 13

17.6
16.2

11.8
14.7

16.2

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

旧小見川区

旧山田区

旧栗源区

（％）
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◇男女別

◇年齢別

【居住地区別】

26.6

23.5

19.9

7.3

15.7

20.9

7.7

18.9

6.9

16.9

33.7

21.7
23.0

4.0

18.6

22.9

6.0

21.7

5.6

18.1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

男　性

女　性

（％）

35.6

24.8

21.9

5.1

25.4
27.9

5.1

27.9

6.3

29.2

33.8

27.8

24.7

7.3

18.3

22.2

10.2

22.4

6.8

18.7
21.3

14.8
16.6

3.5

9.8

15.9

4.0

11.2

4.9
6.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

29.2

17.3

22.6

5.0

15.5

20.6

5.8

21.0

7.6

17.2

35.0

24.8

17.4

5.7

17.1

24.2

7.1

20.8

3.4

18.8

28.9 28.2

24.8

6.7

22.1 22.8

7.4

16.8

6.0

16.1

25.0

47.1

20.6

7.4

20.6
22.1

13.2

20.6

2.9

19.1

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）

②居住す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①保健・福祉・医療などが充実した安心して暮らせるまち ②豊かな自然環境と人が共存するまち 

る地域 

③防犯や防災体制がしっかりした安全なまち ④産業が活発なまち 

⑤道路網や公共交通網が充実した移動しやすい便利なまち ⑥人にやさしい誰もが暮らしやすいまち 

⑦農林水産業や観光産業など地域資源を活かした 

特色あるまち 

⑧生活関連施設などが整った 

生活しやすいまち 

⑨古くから歴史や地域固有の文化を活かし ⑩子どもを安心して育てることができるまち たまち 
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４ 行政の取組み」について 

生活・環境分野                                 

．「これまでの

(1) まちづくりの満足度・重要度 
 

問  これまで進めてきたまちづくりの「満足度」と、これから進めていく上での「重

要度」について、項目ごと該当するものを選んでください。 【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

（注）本問では、傾向をわかりやすくするために「無回答」を除いた回答を 100％として表

示している。 

 

①

 15

 

 

⇒「不法投棄防止対策の強化」の満足度が低いことが目立つ。 

⇒「救急体制の充実」、「不法投棄防止対策の強化」などについて、重要度が高い

と考えられている。 

 

満足度は、「ごみの収集体制の充実」、「消防体制の充実」などで高く、「不法投棄防

止対策の強化」が突出して低くなっている。 

重要度は、「救急体制の充実」、「不法投棄防止対策の強化」などが高い傾向にある。 

 

属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数、重要度指数とも、男女で大きな差異は見られない。 

◇年齢別 

・年齢が高い層で、満足度指数、重要度指数とも高い傾向が見られる。特に「ごみ

の収集体制の充実」、「救急体制の充実」などで、満足度指数が高くなっている。 

◇居住地区別 

・満足度指数は、佐原区で「救急体制の充実」、栗源区で「ごみの収集体制の充実」

が低いことが目に付く。 

 

 

○「満足度指数」、「重要度指数」について 

【

 

・本設問の属性別比較では、満足度、重要度の傾向を総合的に把握するために、各選択肢の比

」、

   ＝「満足」×2＋「やや満足」×1＋「やや不満」×(-1)＋「不満」×(-2) 

 「重要度指数」 

「あまり重要

率（％）に一定の数値を乗じて求めた「満足度指数 「重要度指数」という指標を設定し、

分析を行った。（算出手法：下記参照） 

 「満足度指数」 

   ＝「重要」×2＋「やや重要」×1＋ でない」×(-1)＋「重要でない」×(-2) 



（全体像） 

 

 

①自然環 音などの公害対策  境の保護・保全 ②大気汚染、騒

③ごみの減量化・リサイクル活動の推進 ④ごみの収集体制の充実 

⑤環境 の強化 教育や環境学習の推進 ⑥省エネルギーの推進 ⑦不法投棄防止対策

⑧消防 ⑨救急体制の充実 ⑩交通安全対策の充実 体制の充実 

⑪防犯・治安対策の充実 ⑫消費者相談体制の充実 ⑬個人情報の保護の充実 

 

〔満

〔重要

足度〕

度〕
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8.9

35.9
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6.8

48.0

46.9

42.2

28.5

66.0

69.4

35.4

44.0

36.4

49.9

52.5

73.7

67.2

13.0

17.0

21.9

15.2

14.9

18.2

34.5

6.6

17.0

17.6

13.6

12.9

4.8

7.4

21.9

6.5

5.0

3.4

3.9

19.5

2.1

9.1

5.9

6.4

4.5

5.6

38.7

24.9

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑦

満　足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不　満

27.0

29.4

33.3

28.0

18.0

17.2

43.5

35.6

53.7

34.7

42.4

25.5

50.0

37.6

38.1

11.8

38.6

39.3

30.3

40.5

37.7

34.3

19.8

21.7

17.2

21.2

41.6

42.2

33.3

15.9

23.4

15.2

23.6

19.5

51.1

35.8

2.8

3.0

1.1

1.9

2.7

2.4

1.7

1.5

0.9

1.2

0.4

3.2

3.6

0.3

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1

0.3

0.2

0.0

0.0

0.0

0.4

0.9

48.8

48.3

45.8

0% 0%

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

20% 40% 60% 80% 10

②

重要である やや重要 どちらともいえない あまり重要ではない 重要でない
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◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

-100

-50

0

50

100

150

200

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

満足度・男性　 満足度・女性　 重要度・男性　 重要度・女性　

-100

-50

0

50

100

150

200

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

満足度・10～30歳代　　 満足度・40～50歳代　　 満足度・60歳代以上　　

重要度・10～30歳代　　 重要度・40～50歳代　　 重要度・60歳代以上　　

0

50

100

150

200

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

重要度・佐原区　　 重要度・小見川区　　 重要度・山田区　　 重要度・栗源区　　

〔重要度〕

《属性別グラフ》 （「満足度指数」、「重要度指数」での比較。以下の属性別グラフも同様） 

 

 

-100

-50

50

100

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

0

満足度・佐原区　　 満足度・小見川区　　 満足度・山田区　　 満足度・栗源区　　

〔満足度〕
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    ②健康・福祉分野                               

 

 

⇒「地域医療体制の充実」の満足度が突出して低い。 

⇒満足度が低い「地域医療体制の充実」は、重要度が高いと認識されている。 

 

満足度は、「幼稚園・保育園の施設整備」、「保育サービスの充実」などの項目でや

や高くなっている。逆に「地域医療体制の充実」は、「不満」「やや不満」の比率が他

と比較して突出して高くなっている。 

また重要度についても、「地域医療体制の充実」をあげる声が大きく、満足度の低

さも考え合わせると、市としての大きな課題だと考えられる。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数については、男女で大きな差異は見られない。 

・重要度指数を見ると、各項目について女性の方が重要と考えている傾向がやや強

いことが見てとれる。 

◇年齢別 

・満足度指数は「大規模入所福祉施設の整備」を除き、年齢が若いほど低い傾向が

見られる。特に「幼稚園・保育園の施設整備」などで、その差が大きくなってい

る。 

・重要度指数は、年齢が高い層で全体的に高い傾向にある。特に「大規模入所福祉

施設の整備」などでその差が大きい。 

◇居住地区別 

・満足度指数は、佐原区で「大規模入所福祉施設の整備」、「地域医療体制の充実」

が低い。山田区は、「保育サービスの充実」、「学童保育の充実」をはじめ、他地区

と比較して、比率が高い項目が多くなっている。 

・重要度指数は、佐原区で「地域医療体制の充実」が高いことが目に付く。 

 



（全体像） 

 

①大規模入所福祉施設の整備 ②在宅介護サービスの充実 ③認知症高齢者に対する支援 

④介護予防活動の充実 ⑤障害者の自立社会生活支援 ⑥幼稚園・保育園の施設整備 

⑦保育サービスの充実 ⑧学童保育の充実 ⑨健康管理や健康づくりの促進 

⑩地域医療体制の充実   
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◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別
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 21

                                ③教育・文化分野  

 

⇒「学校教育の充実」、「青少年の健全育成」などを不満とする回答がやや多い。 

⇒「学校教育の充実」をはじめ、子どもの教育に関する項目で重要度が高い。 

 

満足度は「文化財の保存・整備・活用」、「伝統文化の継承」などで高い傾向が見ら

れる。一方、「学校教育の充実」、「青少年の健全育成」などは、他の項目と比較して、

「不満」「やや不満」の比率がやや高くなっている。 

重要度については、「学校教育の充実」、「青少年の健全育成」、「学校施設の耐震化」

などをあげる声が大きい。子どもの教育に関する項目への関心の高さがうかがわれる。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数、重要度指数とも、各項目で男女での大きな差異は見られない。 

◇年齢別 

・満足度指数、重要度指数とも、各項目で年齢階層による大きな差異は見られない。 

◇居住地区別 

・満足度指数では、山田区で「学校教育の充実」が、佐原区で「文化財の保存・整

備・活用」、「伝統文化の継承」が高いことなどが目立つ。 

・「文化・芸術活動の振興」、「文化財の保存・整備・活用」、「伝統文化の継承」など

の項目で、佐原区の重要度指数が高くなっている。 

 

 



（全体像） 

 

 

 

①生涯学習の充実 ②学校教育の充実 ③学校施設の耐震化 

④青少年の健全育成 ⑤学校施設の地域開放の推進 ⑥文化・芸術活動の振興 

⑦文化財の保存・整備・活用 ⑧伝統文化の継承 ⑨スポーツ活動の振興 

 

 

〔重要度〕

〔満足度〕

2.1

2.3

2.8

1.3

1.7

1.8

4.4

4.7

2.5

16.0

13.5

17.7

23.3

24.9

18.2

70.3

55.6

64.6

63.8

66.9

68.0

63.1

61.1

67.8

9.8

17.1

15.2

17.3

13.9

9.5

7.3

7.5

9.1

1.8

5.1

4.2

5.0

4.0

3.0

1.9

1.8

2.5

19.9

13.3

12.5

0% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

20% 40% 60% 80%

満　足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不　満

8.4

33.7

31.7

28.2

8.9

7.2

10.2

13.9

8.6

33.9

30.2

30.2

37.0

36.5

35.0

51.0

28.4

33.1

30.9

53.7

56.2

47.8

44.8

50.7

6.1

2.1

1.1

6.4

5.5

4.2

3.9

4.8

0.5

0.3

0.5

0.3

0.8

0.8

0.8

0.8

1.0

39.6

32.6

36.9 0.7

20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

0%

重要である やや重要 どちらともいえない あまり重要ではない 重要でない

 22



《属性別グラ
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 24

                                 ④産業・経済分野  

 

⇒「企業誘致の推進」「商業の振興」などで満足度が低い。 

⇒農業・商業関係、企業誘致、観光振興で重要度が高くなっている。 

 

「観光の振興」で「満足」「やや満足」と回答した比率が他の項目と比較して大き

くなっている。「安全･安心な農産物生産等の推進」、「農業の振興」などもその傾向が

見られる。一方、「不満」「やや不満」の比率が多い項目としては、「企業誘致の推進」、

「商業の振興」、「工業の振興」、また「農業の担い手の育成」などがあげられる。 

重要度については、「安全･安心な農産物生産等の推進」、「農業の担い手の育成」、「農

業の振興」といった農業関係の項目に加え、「商業の振興」、「企業誘致の推進」、「観

光の振興」などで「重要」「やや重要」との回答が多く見られた。逆に、「内水面漁業

の振興」、「林業の振興」は「重要」「やや重要」とする回答は少なくなっている。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数では、男性の方が低い項目が目立つ。「工業の振興」、「企業誘致の推進」

などで特にその傾向が見られる。 

・重要度指数も「企業誘致の推進」などで男性の比率の方がやや高くなっている。 

◇年齢別 

・満足度指数では、若年層で「農業の振興」の比率が高く、「観光の振興」が低い傾

向が見られる。 

・重要度指数は、年齢が高い層ほど高くなっている項目が多い。 

◇居住地区別 

・満足度指数は、「企業誘致の推進」をはじめ「商業の振興」、「新規起業者の支援」

などで佐原区の比率が低い。また、栗源区では「農業の担い手の育成」の比率が

低くなっている。 

・重要度指数は、佐原区で「企業誘致の推進」や「商業の振興」、「工業の振興」な

どの項目、栗源区で「農業の振興」など農業に関する項目の比率が高くなってい

る。 

 

 



（全体像） 

 

 

 

①農業の振興 ②安全･安心な農産物生産等の推進 ③農業の担い手の育成 

④環境保全型農業の促進 ⑤都市と農村の交流の促進 ⑥林業の振興 

⑦内水面漁業の振興 ⑧商業の振興 ⑨工業の振興 

⑩企業誘致の推進 ⑪新規起業者の支援 ⑫観光の振興 
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◇男女別
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《属性別グラ
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 27

                                ⑤都市基盤分野   

 

 

⇒「駅周辺既成市街地の整備」、「中心市街地の活性化」、「公共交通網の利用のしや

すさ」で満足度が低い。 

⇒満足度が低い「駅周辺既成市街地の整備」「中心市街地の活性化」で、重要度

が高いと考えられている。 

 

「上水道の整備」で「満足」「やや満足」とした比率が高くなっている。逆に「駅

周辺既成市街地の整備」、「中心市街地の活性化」、「公共交通網の利用のしやすさ」

などの項目では、「不満」「やや不満」とする回答が目立っている。 

重要度が高いとされた項目としては、満足度が低かった「駅周辺既成市街地の整

備」、「中心市街地の活性化」のほか、「下水道など排水処理の整備」、「身近な生活道

路の整備」などがあげられた。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数は、男女で大きな差異は見られない。 

・重要度指数では、「バリアフリー対策」で女性の比率が高いことが目に付く。 

◇年齢別 

・満足度指数は、「公共交通網の利用のしやすさ」、「上水道の整備」、「下水道など排

水処理の整備」などで、年齢が高い層と比較して、50歳代以下の層で低い傾向が

顕著に見られる。 

・「上水道の整備」、「下水道など排水処理の整備」などでは、年齢が高くなるほど重

要度指数は高い傾向となっている。 

◇居住地区別 

・満足度指数は、佐原区で「駅周辺既成市街地の整備」、「中心市街地の活性化」が

他を大きく下回っている。また、栗源区では「公共交通網の利用のしやすさ」、「下

水道など排水処理の整備」が低くなっている。 

・重要度指数は、佐原区で「駅周辺既成市街地の整備」、「中心市街地の活性化」が

高いことが目立つ。 



（全体像） 

 

 

①計画的な土地利用の推進 ②駅周辺既成市街地の整備 ③市営住宅の整備 

④幹線道路の整備 ⑤身近な生活道路の整備 ⑥公共交通網の利用のしやすさ 

⑦上水道の整備 ⑧下水道など排水処理の整備 ⑨公園・緑地の整備 

⑩水辺空間の整備 ⑪治山治水対策の推進 ⑫良好な景観の形成 

⑬バリアフリー対策 ⑭中心市街地の活性化  
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◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別
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《属性別グラ
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 30

                                ⑥都市経営分野   

 

 

 

 

⇒満足度、重要度とも「どちらともいえない」との回答が多い。 

⇒「地域活動に対する支援の充実」などの重要度がやや高くなっている。 

 

都市経営分野の各項目は、他の分野と比較して満足度、重要度とも「どちらともい

えない」との回答の比率が高くなっている。 

重要度に関しては、「地域活動に対する支援の充実」、「情報公開制度の充実」、「市

民活動に対する支援の充実」で「重要」「やや重要」との回答がやや多くなっている。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・満足度指数、重要度指数とも、男女で大きな差異は見られない。 

◇年齢別 

・満足度指数は、年齢による大きな差異は見られない。 

・重要度指数では、年齢が高い層ほど、高い項目が多くなっている。 

◇居住地区別 

・満足度指数では、栗源区で「国際交流の推進」がやや高いことが目に付く。 

・重要度指数は、「国際交流の推進」、「広域行政の推進」など、栗源区で高い項目が

多くなっている。 



（全体像） 

 

 

 

①市民活動に対する支援の充実 ②地域活動に対する支援の充実 ③男女共同参画の推進 

④市民の市政参加機会の充実 ⑤情報公開制度の充実 ⑥広域行政の推進 

⑦国際交流の推進 ⑧地域間交流の推進  

 

 

 

 

〔重要度〕

〔満足度〕
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⑦

満　　足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不　　満
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⑧
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重要である やや重要 どちらともいえない あまり重要ではない 重要でない
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《属性別グラ

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別
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重要度の比較                          ◆各分野の満足度と  

 

 

 

 

⇒満足度指数は「都市基盤分野」が最も低くなっている。 

⇒重要度指数は「生活・環境分野」、「健康・福祉分野」で高い傾向が見られる。 

 

本設問で提示した6分野の各項目には、それぞれにさまざまな背景があり、各回答

結果は単純に比較できるものではない。しかし、「各分野に対する市民の全体的な考

え方」という視点で、その傾向を比較することは、十分に意味があることだと考えら

れる。 

ここでは、6つの分野ごとの全項目についての「満足度指数」、「重要度指数」の単

純平均を算出し、「市民が考えている分野別の満足度・重要度の傾向」の比較を試み

た。 

 

 

満足度指数に関しては、「都市基盤分野」が最も低く、「産業・経済分野」、「健康・

福祉分野」の順に低くなっている。相対的に見ると、これらの分野には満足していな

い傾向が見てとれる。これに対し「教育・文化分野」、「生活・環境分野」の満足度指

数はプラスとなっている。 

一方、重要度指数は、「生活・環境分野」、「健康・福祉分野」で高くなっており、

市民がこれらの分野を重視していることがうかがわれる。 

また、都市経営分野については、「どちらともいえない」との回答が多かったこと

から、満足度指数、重要度指数ともゼロに近い傾向が見られる。 

満足度指数と重要度指数（各項目の平均値）

-100

-50
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150

①生活・環境 ②健康・福祉 ③教育・文化 ④産業・経済 ⑤都市基盤 ⑥都市経営

満足度

重要度



５．「市民生活の現状」について 

（注）本問では、傾向をわかりやすくするために「無回答」を除いた回答を100％として表示している。 

(1) 「生活環境」について 
 

問  香取市の「生活環境」について、おたずねします。 

⇒安心・安全に関する設問を中心に、生活環境に満足していない様子が見受け

られる。 

 

①二

などの設問に「はい」とした回答は 1 割台にとどまっている。また、「災害時

の対処方法等を知っているか」など、防災に関する設問に対する回答でも「はい」と

【属性別特徴】 

◇

・

◇

・「災害時の対応を話し合っているか」は、年齢が高い層で「はい」の比率が高くな

っている。 

◇居住地区別 

・「家庭で災害への備えができているか」、「災害時の対応を話し合っているか」など

で、栗源区で「はい」の比率が低くなっている。 

択設問 【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

「街路灯や防犯灯の整備状況に満足しているか」や「夜間に安心して歩行できる環

境か」

の回答は少なく、全体的に市内の安心・安全面などの生活環境に関して、市民が不満

や不安を抱いているさまが見てとれる。 

19.0

14.9

26.5

19.7

7.8

67.8

81.0

85.1

73.5

80.3

92.2

32.2

はい いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　　　　例】　　　　　　

香取市内の街路灯や防犯灯の
整備状況に満足していますか

香取市内で、夜間も安心して
まちを歩くことができますか

時の対処方法、連絡先、
法を知っていますか

ご家庭では、災害に対する
備えができていますか

ご家庭では、災害時の対応について、
隣近所で話し合われていますか

香取市内の道路や公園に、

災害
連絡方

39.1 60.9

ごみが目立つと思いますか

買い物をするとき、再生品や
エコマーク商品をなるべく選びますか

 

男女別 

「夜間に安心して歩行できる環境か」で女性の「はい」の比率が低いことが目立つ。 

年齢別 
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《属性別グラフ》・・・「はい」と回答し

①香

②香取市内

③災

⑦ き、再生品やエコマーク商品をなるべく選びますか

取市内の街路灯や防犯灯の整備状況に満足していますか

21.2
16.7

15
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25

14.8 16.8

24.3
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30
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40～50
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60歳代
以上

佐原区 小見川

(%)

た比率 

 

 

 

 

で、夜間も安心してまちを歩くことができますか

害時の対処方法、連絡先、連絡方法を知っていますか
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(2) 「保健・医療・福祉」について 
 

問

 36

 

  香取市の「保健・医療・福祉」について、おたずねします。 

⇒病気や障害等に対する予防体制が充実していないなど、保健・医療・福祉へ

の課題を指摘する声が多い。 

 

 

①二択設問【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

「病気や障害等に対する予防体制は充実しているか」、「開業医と総合病院の連携体

制は図られているか」、「障害者に対する理解はされているか」などの設問に対する「は

い」の回答はそれぞれ少なく（8.7％、28.8％、21.5％）、市の保健・医療・福祉分

野に関する環境について、十分ではないと考えている人が多いことがうかがわれる。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「市内の医療サービスを利用しているか」で男性の「はい」の比率が高くなっている。

◇年齢別 

・「病気や障害等に対する予防体制は充実しているか」、「開業医と総合病院の連携体

制は図られているか」、「障害者に対する理解はされているか」の項目で、10～30、

40～50歳代で「はい」の比率が低い傾向が見られる。 

◇居住地区別 

・「病気や障害等に対する予防体制は充実しているか」で「はい」の比率が山田区で

高く、佐原区、栗源区で低いことが目に付く。 

10.7

59.7

8.7

28.8

51.3

4.4

21.5

89.3

40.3

91.3

71.3

48.7

95.6

78.5

はい いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　　　　例】　　　　　　

過去1年間に香取市内の福祉施設を
利用したことがありますか

自身やご家庭は過去1年間に、香取市内の
医療サービスを利用したことがありますか

香取市内で、病気、障害、認知症などに対する
予防体制が充実していると思いますか

香取市内で、開業医と総合病院の
連携が図られていると感じていますか

家族の中に障害者や
高齢者の方がいらっしゃいますか

過去1年間に、自分の周囲に
児童虐待があると感じたことはありますか

社会で障害者が
理解されていると思いますか



①過去1 間に香取市内の福祉施設を利用したことがありますか

②自身やご家庭は過去1年間に、香取市内の医療サービスを利用したことがありますか

③香取市内で、病

年
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気、障害、認知症などに対する予防体制が充実していると思いますか

⑥過去1年間に、自分の周囲に児童虐待があると感じたことはありますか

⑦社会で

④香取市内で、開業医と総合病院の連携が図られていると感じていますか

⑤家族の中に障害者や高齢者の方がいらっしゃいますか

障害者が理解されていると思いますか
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属性別グラフ》・・・「はい」と回答した
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②その他の設問 【ＳＡ、ｎ＝1,274 ただし一部回答者を限定した設問あり】 

康状態をたずねた項目では、「病気である」、「病気がちである」の合計は 15.2％

で、全体的には市民の健康状態は良好だと考えられる。 

「よく利用する病院・医院へ行くときにかかる時間」については、約 7 割が 20 分

以内と回答している。 

 

 

 

市内の福祉施設を利用したことのある人のうち、33.6％がその移動に不便を感じる

と回答した。家族に障害者や高齢者がいる人では、身近に相談できる人や機関が「ある」

とした回答は41.0％にとどまっている。 

健

はい
33.6

いいえ
66.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香取市内でよく利用する福祉施設への
移動に、不便を感じていますか

【福祉施設を利用したことがある方へ】

はい
41.0

いいえ
59.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者や高齢者を持つ家族として、
身近に相談できる人や機関がありますか

【家族に障害者、高齢者がいる方へ】

とても健康
である
11.0

健康である
26.0

普通である
47.9

病気がち
である
8.5

病気である
6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなたの健康状態は
どうですか

10分以内
36.2

20分以内
33.2

30分以内
14.7

60分以内
7.9

120分以内
5.6

120分超
2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香取市内でよく利用する
病院・医院に行くときに、

かかる時間はどれくらいですか
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(3) 「生涯学習」について 
 

問  香取市の「生涯学習」について、おたずねします。 

⇒生涯学習として何か活動している人の比率は 4 割弱となっており、その内

容は趣味、スポーツなどが多い。 

 

 

①二択設問【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

「子どもの教育について市内で学校・家庭・地域の連携がとれているか」に対して

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「青少年の健全育成のために行動している」人は男性で多くなっている。 

◇年齢別 

・「子どもの教育に関する連携体制」については、若い層ほど十分と考えている比率

が低い。「郷土の歴史等への愛着度合い」は高い年齢層ほど高くなっている。 

・「生涯学習を行っている」比率は、10～30歳代が42.3％と最も高い比率となっ

ている。 

◇居住地区別 

・「青少年の健全育成のために行動している」人の比率は、栗源区で高くなっている。 

・「子どもの教育に関する連携体制」が十分であると回答した比率は、山田区で高い。 

 

10.6

36.7

23.2

68.3

37.7

89.4

63.3

76.8

31.7

62.3

はい いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　　　　例】　　　　　　

青少年の健全育成のために
何か行動していますか

過去1年間に、ルールを守らない
子どもに注意をしたことがありますか

子どもの教育について、香取市内での
学校・家庭・地域の連携が、十分だと思いますか

郷土の歴史などに愛着を持っていますか

生涯学習として何か習い事や
趣味の活動を行っていますか

は「はい」が 23.2％にとどまっており、十分ではないと認識している市民が多いこ

とがわかる。また、「郷土の歴史などへの愛着を持っている」との回答は68.3％にの

ぼっている。 

「生涯学習として習い事や趣味の活動を行っている」と回答した人の比率は

37.7％となっている。 
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《 回答した比率 

 

 

①青少

② たことがありますか

③子ど 校・家庭・地域の連携が、十分だと思いますか

属性別グラフ》・・・「はい」と

年の健全育成のために何か行動していますか

過去1年間に、ルールを守らない子どもに注意をし

もの教育について、香取市内での学
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④郷土の歴史などに愛着を持っていますか

⑤生涯学習として何か習い事や趣味の活動を行っていますか
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②その他の設問【ＭＡ、ｎ＝462】 

生涯学習活動を行っているとした人に、その分野をたずねたところ、48.9％と半数

近くが「趣味（茶道・生け花・書道・音楽・絵画など）」をあげた。「スポーツ（テニス・

野球・体力づくりなど）」が39.1％で続いている。「国際交流・理解」をあげる人は少

なかった（2.8％）。 

 

 

 

 

48.9

39.1

18.5

18.3

13.5

12.6

12.0

7.0

2.8

0 10 20 30 40 50 6

趣味（茶道・生け花・
　書道・音楽・絵画など）

スポーツ（テニス・
　野球・体力づくりなど）

技術（パソコン・資格）

レクリェーション
（つり・ハイキングなど）

ボランティア全般

教養（語学・歴史・文学など）

伝統文化（踊り・お祭り）

娯楽（囲碁・将棋など）

国際交流・理解

0
（％）

○行っている生涯教育はどんな分野ですか
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(4) 「産業」について 
 

問  香取市の「産業」について、おたずねします。 

⇒「主な買い物を市内でする」との回答は57.4％にとどまっている。 

 

 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・就職していると回答した人の比率は、男性が 64.0％、女性が 44.1％で、20 ポ

イントほどの開きがある。 

◇年齢別 

・主な買い物を市内の商店街で行うとした比率は、若年層で低く、年齢が高い層で

高い。10～30歳代は37.0％、60歳代以上は75.2％で、その差は極めて大き

いといえる。 

◇居住地区別 

・市内の商店街で買い物を行うとした比率は、山田区で他と比較してやや低い傾向

が見られる。 

 

66.8

52.6

57.4

33.2

47.4

42.6

はい いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　　　　例】　　　　　　

食品の安全性を信頼して
買い物をしていますか

現在、就職していますか

主な買い物を、香取市内の
商店街でしますか

①二択設問【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

「食品の安全性を信頼して買い物をしているか」には 66.8％が「はい」と回答し

ている。 

主な買い物について、市内の商店街で行うとした回答は57.4％にとどまっており、

市内の消費のうち、半分近くが市外へ流出しているさまがみてとれる。 
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《 い」と回答した比率 

 
①食品

②現在、

③主な買い物を、香取市内の商店街でしますか

属性別グラフ》・・・「は

の安全性を信頼して買い物をしていますか
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(%)
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②その他の設問 【ＳＡ、ｎ＝1,274 ただし一部回答者を限定した設問あり】 

就職しているとした人のなかで、「希望職種で就職している」と回答した人は67.4％

 

 

であった。 

「お気に入りの店（商店、飲食店）を 5 店思い浮かべたとき、そのうち市内の店は

いくつあるか」という問に対しては、「商店」、「飲食店」とも、「2店」「3店」という

回答が多く、その合計はそれぞれ54.2％、52.2％となっている。「5店全て市内にあ

る」と回答した比率は、両者とも1割以下で、逆に「0店」、すなわち市内には1店も

ないとした回答は、それぞれ13.2％、13.4％であった。 

 

はい
67.4

いいえ
32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望職種で
就職していますか

【就職している方へ】

13.2

13.4

17.1

18.5

30.3

28.4

23.9

23.8

6.7

6.6

8.7

9.3

0店 1店 2店 3店 4店 5店

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡例】

商　店

飲食店

○「お気に入りの商店、飲食店」を５つ思い浮かべたとき、そのうち香取市内の店はいくつありますか
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(5) 「都市基盤」について 
 

問  香取市の「都市基盤」について、おたずねします。 

⇒歩道の設置、目的別に区分された土地利用、街並みの整備など、都市基盤に

ついて満足していないとする回答が目立つ。 

 

①二択設問【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

「歩道の整備は十分か」、「目的別に区分された土地利用が進められているか」「街

並みが整っているか」などの項目について「はい」と回答した比率は、それぞれ1割

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「歩道の整備が十分」と思っている比率は、男性の方が低くなっている。 

◇年齢別 

・「市内の川や池への親しみ」は年齢が高い層ほど、強く感じている。 

◇居住地区別 

・小見川区で「目的別に区分された土地利用が進められている」とした比率が高い。 

・「自然環境への満足度」や「公園の花や樹木、街路樹への満足度」は、山田区、栗

源区で高くなっている。 

11.7

73.5

81.2

66.3

15.5

18.9

61.6

43.3

92.6

88.3

26.5

18.8

33.7

84.5

81.1

38.4

56.7

7.4

はい いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　　　　例】　　　　　　

香取市内の歩道の設置は、
十分だと思いますか

過去1年間に、香取市内で自動車を
運転したことがありますか

過去1年間に、香取市内の
公共施設に行ったことがありますか

香取市内の川や池に
親しみを持っていますか

香取市で、目的別に区分された
土地利用が進められていると思いますか

香取市のまちなみが
整っていると感じていますか

香取市内の緑などの
自然環境に満足していますか

香取市内の公園の花や樹木、
街路樹に満足していますか

家庭では、花や木を育てていますか

台にとどまっている。全体的にみて市内の都市基盤について、市民は十分には満足し

ていないことが見てとれる。 
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①香取 歩道の設置は、十分だと思いますか市内の
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②過去1年間に、香取市内で自動車を運転したことがありますか

③過去1年間に、香取市内の公共施設に行ったことがありますか

④香取市内の川や池に親しみを持っていますか

⑤香取市で、目的別に区分された土地利用が進められていると思いますか

⑥香取市のまちなみが整っていると感じていますか

⑦香取市内の緑などの自然環境に満足していますか
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《 回答した比率 

 

 

属性別グラフ》・・・「はい」と
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⑧香取市内の公園の花や樹木、街路樹に満足していますか

⑨家庭では、花や木を育てていますか
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0

40

男性 女性 10～30
歳代

40～50
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以上

佐原区 小見川区 山田区 栗源区
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②その他の設問 【ＳＡ、ｎ＝1,274 ただし一部回答者を限定した設問あり】 

自動車を運転したことがある人のうち、「過去1年間で駐車場がなくて困ったことが

ある」との回答は 45.1％にのぼった。また、「目的地までスムーズに行ける」との回

答は、59.4％にとどまっている。 

公共施設に行ったことがある人のなかで、「過去1年間に移動で困ったことがある」

とした人は16.5％であった。 

 

 

はい
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いいえ
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去1年間に、香取市内で
自動車を運転していて、

よく駐車場がなくて困りましたか

【自動車を運転したことがある方へ】
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自動車を運転するとき、
香取市内で目的地にスムーズに
行けると感じていますか

【自動車を運転したことがある方へ】
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過去1年間に、香取市内の
公共施設への移動で
困ったことがありますか

【過去1年間に公共施設へ行ったことがある方へ】
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(6) 「市民参加・行財政」について 
 

問  香取市の「市民参加・行財政」について、おたずねします。 

⇒税金の使われ方、市の広報広聴活動などに不満を感じているとする比率が高い。 

 

 

①二択設問【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

地域活動・ボランティア活動については、26.2％が「参加している」と回答して

いる。 

「税金が有効に使われていると思うか」の項目では「はい」との回答は 14.6％に

とどまっている。また、「縦割り行政の不都合」については 47.0％が過去 1 年間に

感じたことが「ある」としており、行政に対する不満を感じている市民が少なくない

ことがうかがわれる。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・地域活動・ボランティア活動を行っている比率は、男性の方がやや高くなってい

る。 

◇年齢別 

・税金が有効に使われていると感じている比率は、60歳代以上では23.9％である

のに対し、40～50 歳代は 11.1％、10～30 歳代は 7.6％となっており、大き

な開きがある。 

◇居住地区別 

・「過去1年間に縦割り行政の不都合を感じたことがある」とした比率は、栗源区で

やや高い傾向が見られる。 

21.2

26.2

14.6

47.0

78.8

73.8

85.4

53.0

はい いいえ【凡　　　　例】　　　　　　

プライバシーの侵害を感じたことがありますか

現在、地域活動・ボランティア活動に
参加していますか

香取市で、税金が有効に
使われていると思いますか

過去1年間に、縦割り行政の
不都合を感じたことがありますか

過去1年間に、学校・職場・地域などで、
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《 比率 

 

 

①過去

②現在、

③香取市で、税金が有効に使われていると思いますか

属性別グラフ》・・・「はい」と回答した

1年間に、学校・職場・地域などで、プライバシーの侵害を感じたことがありますか
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②その他の設問 【ＳＡ・ＭＡ、ｎ＝1,274】 

外国人との交流については、「現在交流している」、「交流したことがある」の合計は

 

21.3％で、一方「交流しなくても良い」との回答は44.8％にのぼっている。 

「市からの情報提供の量・タイミング」、「市に意見を言える機会・場所・方法」につ

いては、満足しているとした比率は低くなっている。特に後者は「満足」「やや満足」

を合わせても3.6％しかなく、「不満」「やや不満」合計の41.8％を大きく下回ってい

る。 

市のホームページに関しては、69.5％と 3分の2以上が「見たことがない」と回答

している。「見たことがある」人の意見では、「情報を見つけにくい」、「内容がわかりに

くい」との回答が目に付く。 

8.3 13.0 33.8 44.8

現在交流している 交流したことがある 将来交流したい 交流しなくても良い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　例】　　　

外国人との交流が
ありますか

2.1 8.9 61.5 19.0 8.4

満足である
どちらかといえば

満足
普通

どりらかといえば
不満

不満である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　例】　　　

市からの情報提供の
量・タイミングに
満足していますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

54.7 27.6 14.2
1.3

満足である

2.3

どちらかといえば
満足

普通
どりらかといえば

不満
不満である【凡　例】　　　

市に意見をいえる
機会 場所・方法に
満足していますか
・

3.7

4.1

1.4

9.2

10.9

6.1

12.2

69.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

内容がわかりやすい

情報を見つけやすい

情報が充実している

内容がわかりにくい

情報を見つけにくい

情報が古い

インターネットに接続できない

ホームページを見たことがない

（％）○インターネットの市のホームページについて、どう思いますか
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６．「市民参加活動」について 

【手法】

【分野】

20.7

1.3

0.4

0.2

11.7

3.8

13.5

13.0

12.8

26.3

47.9

43.7

30.9

27.0

32.8

27.8

20.0

21.0

26.1

30.3

27.4

11.8

20.5

27.4

35.0

18.1

23.2

10.3

7.5

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市が実施するアンケート調査

市が開催する事業や
計画などの説明会

市が開催する
シンポジウムや研修会

市の計画づくりに関わる
各種審議会や委員会

町内会や自治会など
地域に密着した活動

NPO・ボランティア活動

参加している 機会があれば積極的に参加したい 関心のある分野であれば参加したい 依頼されれば参加しても良い 参加したくない

7.1

1.5

5.6

3.5

2.6

17.0

17.5

22.2

27.5

26.8

25.7

22.0

36.8

35.3

34.5

36.4

34.3

16.9

19.5

18.2

17.4

23.6

17.1

14.9

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通安全、防犯・防災活動

環境保全、景観づくり活動

リサイクル、省資源活動

福祉・保健活動
（高齢者、障害者向け）

子育て支援活動

参加している 機会があれば積極的に参加したい 関心のある分野であれば参加したい 依頼されれば参加しても良い 参加したくない

(1) 参加したい地域活動 

に「参加している」「機会があれば積極的に参加したい」とする比率が高い。 

自治会など地域に密着した活動」で「参加している」「機

会があれば積極的に参加したい」という前向きな回答が多かった。「関心がある分野

であれば参加したい」まで加えると、多くの項目で比率は5割以上となっている。 

具体的な活動分野別については、既に「参加している」との回答は「交通安全、防

犯・防災活動」、「リサイクル、省資源活動」で多かった。「機会があれば積極的に」「関

心のある分野であれば」も含めると、各分野とも4割以上を占めている。 

これらの結果から、今後市民による地域活動が更に活発に展開されていくための素

地は十分にできていることが見てとれる。 

 

 

 

問  あなたが参加したいと思う活動などについてお答えください。【SＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「市が実施するアンケート調査」、「町内会や自治会など地域に密着した活動」

 

参加したいと思う地域活動に関する設問では、その手法としては、「市が実施する

アンケート調査」、「町内会や
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て 

①既存のバスの利用について

７．「公共交通サービス」につい

(1) バス路線について 
 

問  市内の公共交通サービス（バス路線）について、おたずねします。 

⇒市の循環バスの利用意向に関する設問では、約 3 割が「利用する」と回答

した。 

⇒バス運行における不足金については「利用者が負担すべき」との回答が「市

民全員で負担すべき」を上回っている。 

  

 

○

。 

○利用したバスの種類 【ＭＡ、ｎ＝267】 

・利用したことがあるバスの種類は、「路線バス」が 77.2％と多く、「循環バス」は

37.5％であった。 

勤以外の仕事等」との回答も4割近くあった。

バスの利用経験の有無 【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

・路線バス、または循環バスを「利用したことがある」との回答は21.0％であった

 

○利用した「路線バス」の種類 【ＭＡ、ｎ＝206】 

・利用した路線バスの種類では、千葉交通が最も多く、以下ＪＲ、関東鉄道の順とな

っている。 

○利用した「循環バス」の地区 【ＭＡ、ｎ＝100】 

・利用した循環バスの地区では、佐原区が最も多く、以下山田区、栗源区の順となっ

ている。 

○バスの利用目的 【ＭＡ、ｎ＝267】 

・バスの利用目的としては、半数以上の人が「買物」、「通院」をあげている。また、「通

◇バスの利用経験の有無 ◇利用したバスの種類 （対象：「利用経験ある人」）

は　い
21.0

無回答
4.3

いいえ
74.7

（単位：％）

77.2

37.5

6.7

0 20 40 60 80 100

路線バス

循環バス

無回答

（％）



○バスを利用しない理由 【ＳＡ、ｎ＝952】 

・利用しない理由としては、「自動車やバイクの方が便利だから」が 68.3％と 3

分の2以上

 

を占めた。 

 

 

②今後の循環バスの利用意向について 

○循環バスの利用意向 【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

・「循環バスが1日に3～5便、有料で居住する地区を運行されたとすれば利用するか」

という設問に対しては、「利用する」との回答は29.9％で、「利用しない」との回答

○バスの利用目的 【ＭＡ、ｎ＝381】 

通勤以外の仕事等」（34.1％）、

 

 

◇利用した「路線バス」の種類 ◇利用した「循環バス」の地区

◇バ
　（対象：「バスの利用経験がある人」） 　（対象：「バスの利用経験がない人」）

（62.3％）の方が多くなっている。 

・その場合の利用目的としては、「買物」（37.1％）、「

「通院」（31.1％）との回答が多かった。 

　（対象：「路線バスの利用経験ある人」） 　（対象：「循環バスの利用経験ある人」）

スの利用目的 ◇バスを利用しない理由

61.2

21.8

葉交通

ＪＲ

11.7

25.7

20 40 60 80

千

鉄道

無回答

2.9その他

0

関東

（％）

バスが居
住地区を
運行してい
ない
12.4

57.0

14.0

12.0

19.0

0 20 40 60

山田区

栗源区

無回答

佐原区

（％）

バスの

い
5.7

無回答
3.4

その他
2.0

サービス
水準が悪

家族等が
送迎してく
れる
8.3

自動車や
バイクの方
が便利だ
から
68.3

（単位：％）

65.6

59.6

38.8

9.7

7.1

4.2

1.8

通　院

通勤以外の仕事等

通　学

通　勤

その他

無回答

0 20 40 60 80

買　物

（％）
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③循環バスの負担金のあり方について 【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

・市の循環バスの不足金の負担に関しては、「不足金を利用者が負担すべき」との回答

が44.4％で、「不足金を市民全員で負担すべき」の29.6％を上回っている。 

不足金を
市民全員
で負担す
べき
29.6その他

7.0

無回答
19.0

不足金を
利用者が
負担すべ
き
44.4 （単位：％）

◇循環バ 用目的 （対象：「利用すると回答した人」）スの利用意向 ◇バスの利

いいえ
62.3

無回答
7.8 は　い

29.9

（単位：％）

37.1

34.1

31.1

15.0

7.5

5.6

2.6

買　物

通勤以外の仕事等

通　院

通　学

通　勤

その他

無回答

0 10 20 30 40
（％）
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８．「これからの行政サービス」について 

(1) 市民サービスの水準と負担の関係 
 

問  市民サービスの水準と負担の関係について、どう思いますか。 

【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

⇒市民サービスの負担について、「サービス利用者の負担を増やすべきで、市

民全体の負担を増やすべきではない」との回答が最も多い。 

 

市民サービス

が充実するな

ら、市民の負

担が増えても

よい

19.9

市民の負担

が増えるな

ら、市民サー

ビスが充実し

なくともよい

9.8

その他

無回答

9.8

5.5

わからない

20.1

サービス利用

者の負担を

増やすべき

で、市民全体

の負担を増

やすべきでは

ない

34.9
（単位：％）

市民サービスと負担の関係につい

ては、「サービス利用者の負担を増や

すべきで市民全体の負担を増やすべ

きではない」とした回答が 34.9％と

1

なら、サービスが充実しなくともよ

い」との回答は9.8％であった。 

受益者負担でのサービスの充実を

望む声が大きいことがわかる。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい」とする声が、男性で女性

より 10 ポイントほど高くなっている。女性では「わからない」とする回答が目

立つ。 

◇年齢別 

若年層で「サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい」の比率が低く、

「市民の負担が増えるなら、サービスが充実しなくともよい」の比率が高い傾向

が見られる。 

◇居住地区別 

・佐原区で「サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい」の比率が高く

なっている。 

・栗源区では逆に「サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい」の比率

が低く、「市民の負担が増えるなら、サービスが充実しなくともよい」の比率が高

い傾向が見られる。 

 

最も多かった。「サービスが充実する

なら、市民の負担が増えてもよい」は

9.9％、逆に「市民の負担が増える

・
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《属性別グラフ》 

 

 

 

◇

◇年齢別

◇居住地区別

男女別

19.9 34.9 9.8

25.3

15.9

37.7

33.3

11.1

9.2

5.5

4.6

6.5

20.1

12.0

26.5

9.8

9.3

8.6

100%

合　計

男　性

女　性

0% 20% 40% 60% 80%

サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい サービス利用者の負担を増やすべき

市民の負担が増えるなら、サービスが充実しなくともよい その他

わからない 無回答

19.9

16.8

22.0

20.1

34.9

34.9

35.7

36.1

9.8

15.2

8.9

6.8

5.5

8.9

6.0

2.6

20.1

19.7

18.9

21.1

9.8

4.4

8.5

13.3

0% 60% 80% 100%

10～

4

60歳代以上

0% 20% 4

合　計

30歳代

0～50歳代

サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい サービス利用者の負担を増やすべき

市民の負担が増えるなら、サービスが充実しなくともよい その他

わからない 無回答

19.9

23.1

34.9

36.6

19.1

18.1

8.8

35.3

32.9

33.8

9.8

8.3

10.5

11.4

17.6

5.5

5.0

6.8

5.4

8.8

20.1

18.8

18.5

22.1

22.1

9.8

8.3

9.7

10.1

8.8

合　

小見川区

山田

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

佐原区

区

栗源区

サービスが充実するなら、市民の負担が増えてもよい サービス利用者の負担を増やすべき

市民の負担が増えるなら、サービスが充実しなくともよい その他

わからない 無回答
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(2) 行政改革が市

市民サービス

が低下して

も、行政改革

をすべきであ
る

6.0

市民サービス
が低下するな

ら、行政改革

をすべきでは

ない

21.0

その他

3.6

わからない
20.3

無回答

10.0

一部のサー

ビスが低下し
ても、全体的

にみてサービ

スが低下しな

ければ、行政

改革をすべき

である
39.1

（単位：％）

民生活に及ぼす影響 

 

行政改革に関する設問では、「一部

のサービスが低下しても、全体的にみ

てサービスが低下しなければ、行政改

革をすべきである」との回答が

39.1％を占めた。また、「市民サービ

スが低下するなら、行政改革をすべき

ではない」との回答は 21.0％にのぼ

っている。反対に「市民サービスが低

下しても、行政改革をすべきである」

は6.0％にとどまっている。 

行政改革が必要とは考えるが、その

条件として、全体的なサービス低下は

望ましくないと考える人が多いことがわかる。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・男性で「市民サービスが低下しても、行政改革をすべきである」、「一部のサービ

スが低下しても、全体的にみてサービスが低下しなければ、行政改革をすべきで

ある」の比率が女性より高い傾向にある。女性では「わからない」との回答が目

立つ。 

◇年齢別 

・若年層で、「市民サービスが低下しても、行政改革をすべきである」の比率が高く、

「一部のサービスが低下しても、全体的にみてサービスが低下しなければ、行政

改革をすべきである」の比率は低い傾向が見られる。 

◇居住地区別 

・栗源区で、「市民サービスが低下しても、行政改革をすべきである」の比率がやや

高くなっている。 

 

 

問  行政改革が市民生活に及ぼす影響について、どう思いますか。 

【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「一部のサービスが低下しても、全体的にみてサービスが低下しなければ、

行政改革をすべき」との回答が最も多くなっている。 
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《

 

 

 

 

◇男女

◇年

属性別グラフ》 

別

齢別

◇居住地区別

6.0

9.7

3.2

39.1

43.2

35.9

21.0

20.9

22.2

3.6

4.2

3.3

20.3

13.3

26.2

10.0

8.7

9.2

0% 20% 40% 60% %

合　計

男　性

女　性

80% 100

サービスが低下しても行政改革をすべき サービスが低下しなければ行政改革をすべき

サービスが低下するなら、行政改革をすべきではない その他

わからない 無回答

6.0

7.9

6.8

4.0

39.1

34.3

41.1

41.5

21.0

22.9

22.8

18.0

3.6

4.8

4.6

1.6

20.3

24.1

16.8

21.1

10.0

6.0

7.9

13.8

0% 60% 80% 100%

1

40～50歳代

60歳

0% 20% 4

合　計

0～30歳代

代以上

サービスが低下しても行政改革をすべき サービスが低下しなければ行政改革をすべき

サービスが低下するなら、行政改革をすべきではない その他

わからない 無回答

0%

6.0

6.4

5.1

6.7

8.8

39.1

41.6

39.3

36.2

42.6

21.0

21.0

20.8

21.5

22.1

3.6

4.5

3.4

2.7

1.5

20.3

18.0

21.7

21.5

17.6

10.0

8.6

9.7

11.4

7.4区

20% 40% 60% 80% 100%

合　

佐原

小見川

栗源

計

区

区

山田区

サービスが低下しても行政改革をすべき サービスが低下しなければ行政改革をすべき

サービスが低下するなら、行政改革をすべきではない その他

わからない 無回答



(3) 行政サービスの民間委託 

できるだけ民

間委託すべ

きである

11.1

できるだけ民

間委託すべ

きではない

6.8

わからない

13.9

無回答

9.7

サービスを低

下させずに経

費を節減でき

るならば、民

間委託すべ

きである

58.6
（単位：％）

 

問  行政サービスの民間委託について、どう思いますか。【ＳＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「サービスを低下させずに経費を節減できるならば、民間委託すべき」との

回答が半数以上を占めている。 

 

行政サービスの民間委託について

は、「サービスを低下させずに経費を

節減できるならば、民間委託すべきで

ある」という条件付での賛成の意見が

58.6％と過半数を占めた。「できるだ

け民間委託すべきである」（11.1％）

とする賛成意見、「できるだけ民間委

託すべきではない」（6.8％）とする反

対意見は、わずかにとどまっている。 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・男性で、「できるだけ民間委託すべきである」、「サービスを低下させずに経費を節

減できるならば、民間委託すべきである」とする、条件付も含め民間委託を推進

すべきとの声が多くなっている。女性では「わからない」が多い。 

◇年齢別 

・「サービスを低下させずに経費を節減できるならば、民間委託すべきである」との

回答が、40～50歳代でやや多くなっている。 

◇居住地区別 

・佐原区で「サービスを低下させずに経費を節減できるならば、民間委託すべきで

ある」の比率がやや高い。 

・栗源区では「できるだけ民間委託すべきである」の比率が、他と比較してやや低

くなっている。 
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◇男女

◇年

◇居

属性別グラフ》 

別

齢別

11.1

12.6

9.4

58.6

65.2

55.7

6.8

6.6

7.3

13.9

7.8

18.4

9.7

7.8

9.2

0% %

合　計

男　

女　

20% 40% 60% 80% 100

性

性

できるだけ民間委託すべき サービス低下なしに経費を節減できるなら民間委託すべき

できるだけ民間委託すべきではない わからない

無回答

11.1

住地区別

11.4

10.6

11.9

58.6

59.7

64.7

52.5

6.8

6.3

6.4

7.3

13.9

17.1

10.4

15.2

9.7

5.4

7.9

13.1

0% 60% 80% 100%

10～30歳代

0% 20% 4

合　計

40～50歳代

60歳代以上

できるだけ民間委託すべき サービス低下なしに経費を節減できるなら民間委託すべき

できるだけ民間委託すべきではない わからない

無回答

11.1

11.1

12.5

11.4

8.8

58.6

62.7

58.7

53.0

54.4

6.8

7.6

5.7

5.4

8.8

13.9

11.1

14.2

16.8

17.6

9.7

7.6

8.8

13.4

10.3

合　

佐原区

小見川

栗源区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計

区

山田区

できるだけ民間委託すべき サービス低下なしに経費を節減できるなら民間委託すべき

できるだけ民間委託すべきではない わからない

無回答
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(4) 民間委託すべき事務 

・佐原区で「学校給食調理」、「公用車運転」、栗源区で「学校用務員事務」をあげる

声が多いことが目に付く。 

 

 

問  民間に業務を委託すべき事務は、どれですか。【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「道路維持補修・清掃など」、「学校給食調理」、「公用車運転」を民間委託す

べきとの回答が多い。 

 

民間委託をすべき事務としては、51.3％と回答者の過半数が「道路維持補修・清

掃など」をあげた。以下、「学校給食調理」（46.2％）、「公用車運転」（40.0％）、「案

内・受付業務」（32.4％）、「学校用務員事務」（26.9％）の順に比率が高くなってい

る。 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・すべての項目で、男性の比率の方が高くなっている。特に「学校給食調理」、「公

用車運転」などで、その差が大きい。 

◇年齢別 

・「学校給食調理」、「公用車運転」などで、40～50歳代の比率が高い。 

・「工事設計・施工管理」、「ホームページ作成・運営」の比率は、若年層で高く、年

齢が高い層で低い傾向がはっきりと見られる。 

◇居住地区別 

51.3

46.2

40.0

32.4

26.9

22.4

20.6

18.0

17.7

2.4

16.1

0 10 20 30 40 50 6

道路維持補修・清掃など

学校給食調理

公用車運転

案内・受付業務

学校用務員事務

工事設計・施工管理

ホームページ作成・運営

情報処理業務

職員研修

その他

無回答

0
（％）
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①道路 ③公用車運転 

属性別グラフ》 

 

維持補修・清掃など ②学校給食調理 

④ ⑤学校用務員事務 ⑥工事設計・施工管理 案内・受付業務 

⑦ホームページ作成・運営 ⑧情報処理業務 ⑨職員研修 

 

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

55.6

51.4

31.0

26.4 24.8 24.2

49

32.1

0

10

20

30

40

50

60

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

45.9

34.2

.4

43.7

37.1

20.4
23.5

19.7
18.1

13.3
15.7

①

男　性

女　性

（％）

49.8
47.0

39.0
36.2

26.3
28.6

30.5

20.0
17.5

51.0 50.0

44.2

34.4

28.6

21.4
23.2 22.2 22.0

54.3

43.3

38.2

28.6
26.2

19.4

11.2 12.6 13.6

0

10

20

30

40

50

60

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

51. 50.5

45.5

35.0

28.1

23.9
21.9

53.8

46.2

37.6
34.5

26.5
23.4 23.4

21.4

49.0

40.3
37.6

25.5 26.2

54.4

44.1

33.8

27.9

33.8

20.6 20.6 20.6

8.8
10

20

30

50

60

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

7

40

18.2
20.1 18.818.8

16.1 15.4 14.8

0

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）
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(5) 民間委託すべき施設 

「保育所」の比率が高くなっている。 

 

問  民間に運営を委託すべき施設は、どれですか。 【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「都市公園」との回答が最も多くなっている。 

 

民間に運営を委託すべき施設としては、「都市公園」をあげる回答が37.0％と最も

多かった。その他では「文化会館」（30.8％）、「体育施設」（29.9％）、「コミュニテ

ィセンター」（28.4％）などの回答が多く見られた。 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・男女別で見ると、全項目で男性の比率の方が高くなっている。 

◇年齢別 

・年齢が高い層で「都市公園」の比率が高い。 

◇居住地区別 

・小見川区、栗源区で「文化会館」、「体育施設」、「コミュニティセンター」、「図書

館」の比率が高いことが目に付く。 

37.0

30.8

29.9

28.4

27.9

27.2

25.1

21.2

2.5

21.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

都市公園

文化会館

体育施設

コミュニティセンター

図書館

保育所

市営住宅

公民館

その他

無回答

（％）

・佐原区では、
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①都市公園 ②文化会館 ③体育施設 

属性別グラフ》 

④コミュニティセンター ⑤図書館 ⑥保育所 

⑦市営住宅 ⑧公民館  

 

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

39.3

32.6 31.5 31.0
29.7

27.5

36

28.3 27.6 26.8 26.8

23.8

16.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

35.7
34.4

.3

22.1

男　性

女　性

（％）

35.6

30.5
32.7 32.7 33.0

29.5

24.4
22.5

35.3
33.6

31.7
30.1

27.6
24.9

27.2

22.4

40.7

30.2
27.4

25.5
26.7

28.3

24.1

20.4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

38.8

30.2
9

24.1

37.9
36.2

35.0
33.6

35.0

23.9
22.823.5

22.1

18.8

14.8

8

41.2

35.3

32.4

19.1

27.9

13.2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

29.9 29.0 28.4
26.1

27.
26.8

25.5 24.8 24.2

29.4

32.9 33.

45

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）
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(6) 財政健全化のために優先すべきこと 

◇年齢別 

数や給与額の削減な を抑制する」は4 で、また、「市

向上さ 年齢が高い層で、比 っている。 

別 

盤などの整備事業を抑制する」、「産業振興の補助金や貸付金を抑制する」

で、栗源区の比率がやや高くなっている。 

 

 

問  市の財政の健全化を進める上で優先的に実施すべきと思われることは何です

か。【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「職員数や給与額の削減などで人件費を抑制する」の比率が突出して高くな

っている。 

 

財政健全化のために優先すべきこととしては、「職員数や給与額の削減などで人件

費を抑制する」の比率が 64.3％と突出して高い結果となった。次いで「競争入札な

どで委託費を改善する」が43.4％、「市税などの徴収率を向上させる」が34.5％と

なっている。 

逆に「福祉や教育などの給付水準を抑制する」などの比率は低く、これらの分野の

サービスの低下は望まない市民が多いことがわかる。 

 

 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・「職員数や給与額の削減などで人件費を抑制する」、「競争入札などで委託費を改善

する」など、上位の項目で男性の比率が高い傾向が見られる。 

64.3

43.4

34.5

21.3

18.0

13.6

9.4

2.4

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70

職員数や給与額の削減などで人件費を抑制する

競争入札などで委託費を改善する

市税などの徴収率を向上させる

使用料・手数料などを設定、改定する

施設や基盤などの整備事業を抑制する

産業振興の補助金や貸付金を抑制する

福祉や教育などの給付水準を抑制する

その他

無回答

（％）

・「職員 どで人件費 0～50歳代

税などの徴収率を せる」は 率が高くな

◇居住地区

・「施設や基
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①

属性別グラフ》 

職員数や給与額の削減などで人件費を抑制する ②競争入札などで委託費を改善する 

③市税  などの徴収率を向上させる ④使用料・手数料などを設定、改定する

⑤施設や基盤などの整備事業を抑制する ⑥産業振興の補助金や貸付金を抑制する 

⑦福祉や教育などの給付水準を抑制する  

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

67.4

37.9

12.4

62.4

33.2

0

10

20

30

40

50

60

70

80

50.3

39.2

21.5
18.6

7.8

21.7
18.9

14.6
11.3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

男　性

女　性

（％）

60.3

38.4

26.3
23.8 23.2

13.0 12.4

70.3

46.9

34.6

20.1 18.3
14.9

9.5

61.8

45.0
42.6

20.6

14.8
11.5

6.8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

65.5

44.1

38.9

21.5

15.8

10.4 9.1

64.4

45.6

32.2

17.7 19.1
16.8

10.3

66.4

47.0

32.2

26.2

21.5

12.1
8.7

67.6

42.6

33.8

26.5 26.5
22.1

7.4

0

10

20

40

50

60

70

80

⑥ ⑦

30

① ② ③ ④ ⑤

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）

 66



(7) 香取市の市政運営に望むこと 

運営 い。 

よる財政の 経

政情報の積 的な発信・公開」をあげる声が大き

い。また山田区で「土日開庁など市民サービスの向上」や「地域の特性を活かし

た市民主役のまちづくり」の比率が高いことが目に付く。 

 

問  新しい香取市の市政運営についてどのようなことを望みますか。 

【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「財政の健全化」、「市民サービスの向上」、「きめ細かい市政運営」を求める

声が多い。 

 

市民が市政運営に対して望むことについては、「事業の見直しなどによる財政の健

全化」（37.4％）、「土日開庁など市民サービスの向上」（36.2％）、「地域に根ざした

きめの細かい市政運営」（34.5％）の3項目の比率が高い結果となっている。 

反対に「ソフト施策を重視したまちづくり」（2.6％）、「施策の選択と集中による予

算の重点配分」（6.8％）などをあげる回答は少なかった。 

 

37.4

36.2

34.5

24.5

21.0

18.1

11.5

11.3

11.0

8.6

8.2

6.8

2.6

1.6

12.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

事業の見直しなどによる財政の健全化

土日開庁など市民サービスの向上

地域に根ざしたきめの細かい市政運営

地域の特性を活かした市民主役のまちづくり

より専門性の高い職員の配置

民間の感覚による都市経営への転換

行政情報の積極的な発信・公開

行政と市民・団体・事業者との役割分担

歳入の安定確保と行政による積極的な施策の展開

企業やNPOなどからの公共サービスの提供

歳出の削減と行政が提供するサービスの縮小

施策の選択と集中による予算の重点配分

ソフト施策を重視したまちづくり

その他

無回答

（％）

 

◇男女別 

・男性では「事業の見直しなどによる財政の健全化」、「民間の感覚による都市経営

への転換」を、女性では「土日開庁など市民サービスの向上」を望む声が強い。 

◇年齢別 

・「土日開庁など市民サービスの向上」は若い年齢層ほど、望む声は大きくなってい

る。「地域に根ざしたきめの細かい市政 」は年齢が高い層で、比率が高

◇居住地区別 

・佐原区で「事業の見直しなどに 健全化」と「民間の感覚による都市

営への転換」、小見川区では「行 極
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《

 

①事業

属性別グラフ》 

の見直しなどによる財政の健全化 ②土日開庁など市民サービスの向上 

③地域に  根ざしたきめの細かい市政運営 ④地域の特性を活かした市民主役のまちづくり

⑤より専門性の高い職員の配置 ⑥民間の感覚による都市経営への転換 

⑦行政情報の積極的な発信・公開 ⑧行政と市民・団体・事業者との役割分担 

⑨歳入の安定確保と行政による積極的な施策の展開 ⑩企業やNPOなどからの公共サービスの提供 

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

42.4

34.4 33.9

23.9

20.2
22.4

12.2

34.8
37.0 36.0

21.7

15.4

12.1 12.4

0
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30

35

40

45

男　性

11.7 11.1
8.6

10.5 9.5

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

26.2

女　性

（％）

36.5

41.3

32.7

23.5

16.8

20.0

13.3

9.2

12.7
11.4

40.5 39.6

31.3

24.5
21.8 21.8

10.0

13.1

9.3 9.1

37.2

28.1

39.6

25.8
24.4

13.6
11.7 11.2 12.2

6.3

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

41.3

35.6
33.2

21.6
22.9

21.0

10.1
12.4 13.4

8.7

35.9
33.9

36.5

26.2

19.1

16.2 15.4

11.4

8.0
10.0

36.9

41.6

34.2

31.5

18.8

15.4

8.7

12.1 11.4

6.0

30.9

38.2 38.2

29.4

20.6

14.7

11.8

7.4

14.7

7.4

0

10

15

20

25

30

35

40

45

5

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）
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(8) 行政改革で重要なこと 

小」、女性では「行政サービスの向上」が多いことが目立つ。 

見直し」

田区

比率が高い。その他では、「公平・透明性の確保」が山田区、栗源区で多いことが

目に付く。 

 

問  行政改革を進める上で、どのようなことが重要と考えますか。 

【ＭＡ、ｎ＝1,274】 

⇒「経費の節減・合理化」、「定員・給与の見直し」の比率が突出して高くなっ

ている。 

 

行政改革において重要なこととしては、「経費の節減・合理化」（44.0％）、「定員・

給与の見直し」（40.9％）と、財政面での歳出削減に関する2項目が突出して多い結

果となった。その他では、「組織の見直し」（19.5％）、「人材の育成・確保」（19.5％）、

「公平・透明性の確保」（18.7％）と続いている。 

 

【属性別特徴】 

◇男女別 

・男性では「定員・給与の見直し」、「公共事業のコスト削減」、「外郭団体の整理縮

44.0

40.9

19.5

19.5

18.7

15.8

15.2

14.4

13.7

12.4

11.5

7.4

6.2

2.9

1.8

0.8

12.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

経費の節減・合理化

定員・給与の見直し

組織の見直し

人材の育成・確保

公平・透明性の確保

公共事業のコスト削減

民間活力の活用

事務事業の見直し

行政サービスの向上

外郭団体の整理縮小

財源対策の強化

補助金などの見直し

説明責任の徹底

ＩTの活用・電子自治体化

地方分権の推進

その他

無回答

（％）

◇年齢別 

・年齢が高い層で「定員・給与の や「外郭団体の整理縮小」の比率が高く

なっている。 

◇居住地区別 

・「経費の節減・合理化」は佐原区と山 で、「定員・給与の見直し」は栗源区で
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《

 

①経費の節減・合理化 ②定員・給与の見直し ③組織の見直し 

属性別グラフ》 

④人材の育成・確保 ⑤公平・透明性の確保 ⑥公共事業のコスト削減 

⑦民間 ⑧事務事業の見直し ⑨行政サービスの向上 活力の活用 

⑩外郭団体の整理縮小   

 

 

 

◇男女別

◇年齢別

◇居住地区別

45.0
43.4

19.7
18.2

19.9 19.3
16.0 15.3 15.7

44.8

37.9

20.5 21.0
19.0

13.0
15.7

13.2

16.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

10.7 10.3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

男　性

女　性

（％）

40.6
39.0

21.9 21.3 21.9

16.8 17.1

11.4

14.9

7.3

46.9

40.0

22.4

18.5 19.7
17.2 17.2 16.0 15.4

11.0

45.2
43.8

14.8

19.0

15.5
14.1

12.6
15.0

11.0

18.0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

10～30歳代

40～50歳代

60歳代以上

（％）

47.0

39.8

20.8 20.6

16.8 15.8 15.7 15.2
12.9

14.7

41.6
43.3

21.1
17.7 17.1 16.8 17.1 16.0

13.7
12.3

45.6

39.6

18.8
17.4

26.8

16.1
12.8 14.1

17.4

8.7

39.7

50.0

10.3

16.2

25.0

20.6

11.8

5.9

10.3
8.8

20

30

40

50

60

10

0

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

佐原区

小見川区

山田区

栗源区

（％）
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９．属 性 

○性　別 ○年　代

○職　業 ○家族構成

○居住年数 ○居住意向

当分は住み
続けたい
21.1

無回答
4.3

わからない
8.9

移転したい
2.4

できれば移転
したい
7.5 ずっと住み続

けたい
55.8

1～5年
3.9

無回答
3.8

21年以上
72.8

11年～20年
413.

6～10
4.3
年

1年未満
1.7

女　性
49.5

無回答
7.5

男　性
43.1

その他
2.2

家事専業（主
婦・主夫）
13.0

学生
4.9

無職
17.6

無回答
4.1

農林水産業
9.1

公務員・教員
5.4

自営業
8.3自由業

0.9
パート・アル
バイト
11.4

会社員・団体
職員
23.1

単身世帯
6.4

二世代家族
37.4

三世代家族
20.6

その他
3.1

無回答
5.6

夫婦世帯
26.9

無回答
3.9

７０歳以上
15.1 ２０歳代

8.0

６０歳代
18.4

５０歳代
21.7

４０歳代
16.1

３０歳代
11.9

１０歳代
4.8

佐原区  ：佐原中学校区、香取中学校区、第3中学校区、第5中学校区、新島中学校区 

小見川区 ：中央小学校区、東小学校区、西小学校区、南小学校区、北小学校区 

山田区  ：第一山倉小学校区、山倉小学校区、府馬小学校区、八都小学校区、八都第二小学校区 

栗源区  ：栗源小学校区、高萩小学校区、沢小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○居住地区

47.6

佐原区

27.6

小見川区

11.7

山田区

5.3

栗源区

7.8

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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